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研究成果の概要（和文）：本研究では、近代日本のローカルアーキテクトである更田時蔵に関する資料をもと
に、更田時蔵の創作活動の特徴を解明することで、近代日本における建築家の地域に根ざした創作活動の特徴と
して以下の点を明らかにした。まず、更田時蔵に関する資料を収集、整理し、268作品の図面資料を中心とした
ものであることを明らかにした。さらに、更田時蔵の図面資料にみられる設計手法を、同時代の建築家と比較す
ることで、地域の素材を構造材かつ化粧材として積極的に設計に取り込んでいることや地域に根ざした建築形式
を基盤として設計していることなどの方法によって、独自の建築表現を展開していたことを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：Through analysis of the drawings by the Japanese local architect TOKIZO 
FUKATA, following two characteristic design methods of him were founded ; one is using the local 
material not only as a finishing material but also as a  structure element, the other is designing 
based on vernacular special form.  Furthermore TOKIZO FUKATA had designed architectures with his own
 expression by these two methods, compared with the design methods by representative architects of 
the modern age.

研究分野： 建築史・建築意匠

キーワード： デザイン学　建築史・意匠　都市計画・建築計画　美術史
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様	 式	 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通）	

１．研究開始当初の背景 
 近代日本の建築家の創作活動に関する研
究は、これまでに数多くなされてきた。こう
した研究は、辰野金吾、片山東熊などの近代
日本の国家形成に携わった建築家を主な対
象としてなされており、その創作活動を解明
することで、多くの成果を挙げてきた。その
一方で、同時代に地域に根ざして活動した建
築（以下、ローカルアーキテクト）を対象と
した研究は十分になされておらず、近代日本
のローカルアーキテクトが、地域において、
どのような創作活動を展開していたかは未
だ明らかにされていない。 
 また、研究代表者は、所属機関の宇都宮大
学における研究活動を、ローカルアーキテク
トの創作活動といった地域志向の研究テー
マでスタートさせることを模索していた。そ
うした状況において、近代における栃木県を
代表するローカルアーキテクトである更田
時蔵に関する図面などの資料が、フケタ設計
に未整理のまま保管されていることが分か
った。 
 更田時蔵は、早稲田工手学校を第 1期とし
て卒業し、大正 12 年に栃木県で最初の建築
設計事務所を開設した建築家であり、国の登
録有形文化財である「旧大谷公会堂」（写真
1，1926 年竣工）など同県内で優れた建築作
品を残している。更田時蔵は、こうした栃木
県におけるローカルアーキテクトの先駆者
であるものの、その創作活動に関する学術的
な研究はなされていない。ただし、それに類
する調査は行われており、そこでは、更田時
蔵の代表的な作品のひとつである「旧大谷公
会堂」を対象として、その文化的な価値を位
置づけるための実測調査などが実施されて
いる。現在、こうした単一の作品を対象とし
た学術的な研究に類する調査はみられるも
のの、更田時蔵の創作活動を総体的に捉えた
研究はみられない。さらに、上述した、更田
時蔵に関する図面などの資料は、文化的価値
の高いものであるものの、それを対象とした
研究はなされていない。 

２．研究の目的 
 上述の背景を踏まえて、本研究では、近代
日本のローカルアーキテクトである更田時
蔵に注目し、更田時蔵に関する資料を整理す
るとともに、そこから更田時蔵の創作活動の
特徴を読み解くことで、近代日本のローカル
アーキテクトの創作活動の一端を明らかに
することを目的している。 
 
３．研究の方法 
 これまで述べてきたように、本研究では、
未整理のまま保管されている更田時蔵に関
する資料をもとに、更田時蔵の創作活動の特
徴を解明し、近代日本のローカルアーキテク
トの創作活動の一端を明らかにすることを
目的としている。これを達成するために、次
の 3つの段階に従って、研究を進めた。具体
的には、まず、更田時蔵に関する資料の概要
を把握して（STEP 1）、次に、STEP 1 で把
握した資料の概要に基づいて、更田時蔵の創
作活動の特徴を解明し（STEP 2）、最後に、
同時代の建築家との比較を通して、近代日本
のローカルアーキテクトの創作活動の特徴
を解明する（STEP 3）といった 3つの段階で
ある。以下に、それぞれの段階ごとの詳細な
研究の方法について解説する。 
 
（1）STEP1；更田時蔵に関する資料の概要

の把握 
 まず、フケタ設計へのヒアリングを通して、
更田時蔵が自身の設計事務所で創作活動を
展開していた主な期間を把握する。次に、そ
の期間を前提に、フケタ設計に保管されてい
る更田時蔵に関する資料を収集、整理する。
さらに、栃木県立図書館などに所蔵されてい
る郷土資料などに記載されている、更田時蔵
に関する資料についても、補助的に、収集、
整理する。そして、更田時蔵に関して、いか
なる資料が何点あるかを把握する。その際に
は、適宜、資料リストやヴィジュアルデータ
を作成してまとめる。 
 
（2）STEP2；更田時蔵の創作活動の特徴を

解明する段階 
 後に詳説するが、STEP1 において、更田時
蔵に関する資料が、図面資料を中心としもの
であり、そのほとんどが設計図書であること
が判明した。そこで、本段階では、設計図書
を対象として、図面の種類やその構成といっ
た図面そのものにみられる特徴と、建物の平
面構成や構造計画などの図面を通して読み
取れる設計手法の特徴について分析するこ
とで、更田時蔵の創作活動の特徴を解明する。
なお、こうした作業を効率的に進めるために、
更田時蔵の建築作品のなかで、設計手法の特
徴が良く表れていると考えられる、代表的な
作品に限定して分析を行う。 
 
（3）STEP3；同時代の建築家との比較を通

して、近代日本のローカルアーキテク
写真 1 旧大谷公会堂（1926 年竣工） 

 



トの創作活動の特徴を解明する段階 
 本段階では、近代の時代に活躍した建築家
として、近代日本の国家形成に携わった建築
家であり、日本銀行という日本人建築家によ
る初の国家的建築を設計した辰野金吾と、国
際的に活躍した建築家であり、旧帝国ホテル
や自由学園などの大谷石を用いた建築を設
計したフランク・ロイド・ライトに注目して、
その創作活動と比較することで、近代日本の
ローカルアーキテクトの創作活動の特徴を
分析する。 
 
４．研究成果 
 本研究で得られた成果について、上述した
3つの段階ごとに示す。 
 
（1）STEP1；更田時蔵に関する資料の把握

の段階における成果について 
 まず、「栃木の近代建築」（松井任、岡田義
治編著，栃木県建築研究会，1981 年）と「大
谷石をめぐる連続美術講座 大谷石の来し方
と行方 論集」（宇都宮美術館，2015 年）に
基づいて、更田時蔵の略歴を整理した（表 1）。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

これと「フケタ設計」の設計本部長の佐藤公
紀氏へのヒアリングから、本研究で対象とす
るべき、更田時蔵が自身の設計事務所で創作
活動を展開していた主な期間について、更田
建築事務所創業の大正 12 年から事務所長が
代替わりする昭和 28 年までであることが分
かった。 
 次に、上述の期間を前提として、「フケタ
設計」に保管されている更田時蔵に関する資
料を整理するとともに、栃木県立図書館など
に所蔵されている郷土資料などのなかから
更田時蔵に関する資料を収集、整理したとこ
ろ、更田時蔵本人による資料として、268 作
品の図面資料および2件の雑誌への作品発表
資料があり、更田時蔵に関連する資料として、
5件の新聞記事資料、10件の書籍・雑誌掲載
資料、および 3件のその他の資料があること
が明らかになった。なかでも、図面資料に関
しては、作品名、設計業務完了年、用途、所
在地などの情報をまとめてリストを作成し
た。さらに、現在入手可能な図面資料、雑誌
への作品発表資料、新聞記事資料、書籍・雑
誌掲載資料については写真撮影などを行い、
ヴィジュアルデータ化した。 
 次に、こうした更田時蔵に関する資料を収
集、整理するなかで、得られた図面資料にお
いて、更田時蔵の設計作品が概ね網羅されて
いることが分かった。そこで、図面資料のリ
ストへまとめた情報をもとに、更田時蔵の設
計活動の概要についても整理、検討した（図
1、表 2、表 3、図 2）。この点は、当初予期
していなかったことであるが、本研究の結果 
を補強する性格もあるため、ここに示す。設 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



計業務件数およびその用途内訳を年ごとに
示した図 1と、設計した建物の所在地を 6つ
の期間に区切り地図に布置した図 2から、昭
和 9年から昭和 18年において、10件以上の
設計業務に取り組んだ年が多く、さらに栃木
県内の広い地域で活動していることが分か
った。この結果に、栃木県内の市街地建築物
法適用区域内竣工建築物の件数に関する情
報を加味すると（図 1 の折れ線グラフ）、先
の期間のなかでも、昭和 12 年から昭和 18
年は、戦時中の厳しい統制によって同県内の
建築物の竣工数が減少しているなか、更田時
蔵は、設計業務件数を増加させ、さまざまな
用途の建築物を設計していることも判明し
た。このことから、この期間が更田時蔵が最
も盛んに活動していた時期と位置付けるこ
とができた。 
 
（2）STEP2；更田時蔵の創作活動の特徴を

解明する段階における成果について 
 まず、更田時蔵が設計に深く関わったと考
えられる設計事務所開設当初の作品から、木
造、鉄筋コンクリート造、組積造といった構
造種別ごとに 2作品ずつ取り上げ、図面の種
類と構成を検討し、以下の点が解明された。 
 
・図面の種類は、意匠図と構造図に大別でき、
さらに、意匠図については、配置図、平面
図、立面図、断面図、詳細図に、構造図に
ついては、伏図、軸組図、構造断面図、部
分詳細図、部材詳細図に分類できた。 

・さらに、この分類に基づいて、作品ごとに
図面の構成を検討したところ、鉄筋コンク
リート造の作品において、構造図の割合が
高く、なかでも、部材詳細図が多くみられ
た（図 3）。このことは、鉄筋コンクリート
造の普及のための基準が 1923 年に起こっ
た関東地震による被害をきっかけに急速 

 

 
  

 に整備されたことや、「栃木の近代建築」
から、これらの建物が栃木県内における最
初期の鉄筋コンクリート造の建築である
と読み取れることを鑑みると、更田時蔵の
設計図書における構造の部材詳細図が、同
県内での鉄筋コンクリート造の建設技術
の普及において果たした役割が大きいこ
とがうかがえる。 

 
 次に、地域の素材である大谷石を用いた作
品においては、ローカルアーキテクトの設計
手法の特徴がみられ易いと考えられること
から、大谷石を用いており、さらに現存して
いる重要な建築作品の設計図書に注目して
分析することで以下の点が解明された。 
 
a．旧大谷公会堂における設計手法の特徴 
・この建物の構造が、控え壁付き大谷石組積
造の壁の上に、木造キングポストトラスに
よる屋根架構を架けることで構成されて
いることから（図 4）、更田時蔵は西洋の正
統的な建築技術を習得していることが分
かる。 

・この建物は、集会機能に対応した長方形平
面の大きなボリュームと、便所や倉庫など
の集会機能に付随する機能に対応した正
方形平面の小さなボリュームの幾何学的
な配置によって構成されており、さらに、
隅部に配された正方形平面の小さなボリ
ュームが、中央に配された長方形平面の大
きなボリュームを構成する大谷石組積造
の壁面に働く面外方向の外力への耐力要
素としても機能させているといった特徴
をもっている（図 5）。このことから、更田
時蔵は、機能や構造を根拠とした幾何学的
な構成力を備えていることが分かる。 

・建物正面の付け柱などの装飾に、フラン
ク・ロイド・ライト設計の旧帝国ホテルの
影響が窺えることから（図 6、図 7、写真
2、写真 3）、更田時蔵は当時の建築界にお
ける時代の流れを巧みに取り入れて設計
していたことが分かった。 

 
b．T 代議士邸における設計手法の特徴 
・現所有者へのヒアリングから、屏風岩石材
西蔵の設計者である渡辺陳平がT代議士の
支援者であったことが把握でき、この建物
の開口の形状、開口両端の付け柱、胴蛇腹
構造などが、屏風岩石材西蔵と共通してい
ることから（図 8、写真 4）、更田時蔵が設
計に際して、参考にしている可能性が高い
ことが分かった。さらに、屏風岩石材西蔵
は、大谷町の石蔵のモデルとなったと考え
られていることから、更田時蔵は地域に根
ざした建築形式を基盤として設計をして
いたと考えられる。 



・このことに、開口両端の付け柱の柱頭部や
上部の破風部などにおいて、屏風岩石材西
蔵と比較して、西洋の正統的な古典主義的
装飾がみられることを加味すると（図 9、
写真 5）、更田時蔵は地域に根ざした建築形
式を基盤としつつも、西洋の正統的な装飾
を施して設計をしていたと考えられる。 

・また、比較的梁間の大きい旧大谷公会堂の
屋根架構においては、洋小屋が用いられて
いたのに対して、比較的梁間が小さいこの
建物の屋根架構においては、施工が容易で
経済的な和小屋を用いていることから（図
10）、更田時蔵は、適材適所で建築技術を
選択していることが分かる。 

 
（3）STEP3；同時代の建築家との比較を通

して、近代日本のローカルアーキテク
トの創作活動の特徴を解明する段階に
おける成果について 

 まず、更田時蔵と同時代に国際的に活躍し
ていた建築家であるフランク・ロイド・ライ
トが設計した、旧帝国ホテルや自由学園など
の作品において、大谷石の使用方法を比較す
ることで、フランク・ロイド・ライトは、大
谷石を化粧材として用いているのに対し、更
田時蔵は大谷石を構造材かつ化粧材として
用いているといった違いがあることが分か
った。更田時蔵は、地域の素材である大谷石
を比較的積極的に設計に取り込んでおり、建
築構成における最も重要な要素のひとつと
して位置付けていると考えられる。 
 次に、近代の時代に国家形成に携わった建
築家の代表である辰野金吾が設計した、日本
人建築家による最初の国家的建築であり、石
造による最初の本格的様式建築である日本
銀行において、そのデザインのルーツを比較
することで、辰野金吾が西洋の正統的な様式
建築をルーツにしていたのに対し、更田時蔵
は地域に根ざした建築形式をルーツとして
いたことが分かった。このように、更田時蔵
は、西洋の正統的な装飾を施しつつも、地域
に根ざした建築形式を基盤とすることで、独
自の建築表現を展開していたことが分かっ
た。 
 
 以上をもって、近代日本のローカルアーキ
テクトの創作活動の一端を明らかにするこ
とができた。 
 
 
 

   
図 4 旧大谷公会堂断面図    図 5 旧大谷公会堂 
                 平面図 
 

   
図 6 旧大谷公会堂     写真 2 旧帝国ホテル     
   付柱正面図 1         柱の装飾 
 

   
図 7 旧大谷公会堂     写真 3 旧帝国ホテル    
   付柱正面図 2         柱頭の装飾 
 

   
図 8 T 代議士邸立面図     写真 4 屏風岩石材西蔵  
                 外観 
 

       
図 9 T 代議士邸           写真 5 T 代議士邸     
   破風部正面図 2           柱頭の装飾 
 

 
図 10 T 代議士邸小屋組断面図 
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